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令和８年度　予算

収　入 （単位：千円）

①補助金収入 80,206

②受託金収入 128,187

③助成金収入 8,443

④会費収入 5,738

⑤寄付金収入 6,124

⑥共同募金配分金収入 4,200

⑦介護保険事業収入 355,194

⑧就労支援事業収入 1,197

⑨障がい福祉サービス等事業収入 25,984

⑩その他の事業収入 22,582

⑪長期貸付金回収・積立金資産取崩収入など 700

収入合計 638,555

支　出 （単位：千円）

①人件費支出 452,531

②事業費支出 96,598

③事務費支出 66,158

④就労支援事業費支出 1,038

⑤長期貸付金・積立資産支出など 22,230

支出合計 638,555

総合センター
西本町四丁目５番２６号
電話　0824-72-7120
　　　0824-75-0345
FAX　 0824-72-8512

庄原地域センター
西本町四丁目５番２６号
電話　0824-72-5151
FAX　 0824-75-0084

口和地域センター
口和町永田４１５番地４
電話　0824-89-2320
FAX　 0824-89-7004

南部地域事務所
総領地域センター

総領町下領家７１番地
電話　0824-88-2796
FAX　 0824-88-2797

東城地域センター
東城町川東１１７５番地
電話　08477-2-0488
FAX　 08477-3-0051

西城地域センター
西城町中野１３３９番地
電話　0824-82-2953
FAX　 0824-82-7006

東部地域事務所
高野地域センター

高野町新市１１５０番地１
電話　0824-86-3044
FAX　 0824-86-7006

比和地域センター
比和町比和７９２番地
電話　0824-85-2300
FAX　 0824-85-7040

北部地域事務所

庄原市社会福祉協議会　各地域センター連絡先
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令和８年度　事業計画

「住み慣れた我が家や地域でお互いを気にかけあい、支えあい、
喜び（生きがい・役割）を感じながら安心して暮らせる市民協働
のまちづくり」を進めます。

「そうだん」「あんしん」「よろこび」を実現させるための組織づくり
福祉のまちづくりを推進していくため組織・財政体制を確立し、
安定的な運営に努めます。

  １．困りごとに気づき寄り添うしくみづくり

  ２．自分らしく誰もが大切にされる地域づくり

  ４．地域と専門職の協動

（１）困りごとがつながるしくみをつくろう
（２）自治会域に困りごとを話し合える場をつくろう
（３）困りごとに気づく、つなげる、見守る仲間を増やそう
（４）見守り応援隊員を増やそう

（１）多様性や個性を認めあい、その人らしさを「まるごと」受け入れよう
（２）自分らしく居られる「居心地の良い」場所をつくろう

（１）地域住民と専門職・関係機関で課題解決のしくみをつくろう

  ３．地域の現状を知り一緒に語ろう

（１）時代の変化に対応しつつ、安心して楽しく暮らせる地域を考えよう

基 本
理 念

基 本
目 標

重 点 目 標

お互いが気にかけ合い、支え
合い、困りごとをそのままに
しない、いつでも『そうだん』
できる地域を目指します。

地域や住民、専門
職と共に地域課題
に対応できる体制
を整え、『あんしん』
して暮らせる地域
を目指します。

地域で生活する一
人ひとりに役割が
あり「支えられる
人」も「支える人」
になれる『よろこ
び』を実感できる
地域共生社会を目
指します。
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庄 原

西 城

板橋小が地域を元気にする～集まり場で生まれた心の交流～

祝３周年！みんなの居場所「ヒバゴン食堂」

　板橋小学校 4 年生は「福祉」の学びを通じ、地域の “集まり場” の存在や支え
合いの大切さを学んできました。子どもたちの「高齢者の方に元気になってほしい」
という願いから、敷信・峰田・本村の集まり場での交流会が実現しました。

　西城の地域食堂「ヒバゴン食堂」は、新鮮
な食材など地域のみなさまからの温かいご寄
付に支えられ、おかげさ

した。本当にありがとうございます。　
　私たちヒバゴン食堂の願いは、子どもから高齢者まで、
ひとつの食卓を囲み、西城の旬を味わい、楽しみ、そして
地域のみんながつながることです。
　先日、スタッフで広島市の「子ども食堂フェア」に参加
し、改めて地域食堂の大切さを再確認しました。困った時
に誰かに相談できたり、言葉にできなくても誰かがそっと
声をかけてくれたりする、そういった温かい西城でありつ
づけたい。そのために誰もがつながれる場所として、まず
は私たちが楽しんでいこうと話し合いました。
　これからもスタッフ一同、「大人の部活動」のようにワ
クワク楽しみながら、みなさんをお迎えします。お友達を
誘って食事を楽しみたい方も、「来たら誰かに会える」そ
んな場所をお探しの方も、ぜひ気軽にお越しください！

　子どもたちは「どうすれば楽しんでもらえるか」を自ら考え、リコーダー演奏や○✕クイズ、
障がい者スポーツなど、共に楽しめる企画を準備。当日は、地域の方々からも「皆のあいさつに
元気をもらっている」といった温かい言葉をかけられ、教室では得られない貴重な学びを得るこ
とができました。世代を超えたこの交流は、未来の地域を支える子どもたちの大きな力となるは
ずです。

敷 信 峰 田 本 村

子ども食堂フェア会場での県内地域食堂の活
動紹介パネル展示の様子
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東 城

高 野

ひまわりのようにポジティブに元気に過ごしたい

第二の人生ここからはじまる　【デイホーム スマイルホーム】

　庄原市身体障害者連合会高野支部の活動と
して、障がい者ふれあい教室「ひまわり会」
を開催しています。「毎月顔を合わせよう、

特技を発揮しよう」を目標に月１回集まっています。
　一年を通して、季節の行事やミニミニ運動会、本の読み
聞かせなどを楽しみ、お茶を囲んで交流を深める大切な居
場所です。
　３月には、お隣の口和町へ名物の「ちくわうどん」を食
べに出かけました。外出の機会が少なくなる中、移動の車
内はまるで遠足のような高揚感に包まれました。美味しい
食事に舌鼓を打ちながら、笑顔で次年度の計画を立てる幸
せなひとときとなりました。
　参加者からは「ひまわり会に来るのが一番の楽しみ。だ
からこそ家に閉じこもらず頑張りたい」といった前向きな
声が届いています。こうした想いを大切に、これからも互
いに声を掛け合いながら、楽しみのある集まりを続けてい
きます。

　昨年９月、地域の「つどいの会」とサロン
が統合し、新たな集いの場「デイホームスマ
イルホーム」が誕生しました。小奴可こども

園を拠点に、園児との交流や看護師による健康チェック、
出席シールを貼る手作り手帳など、こども園ならではの温
かい活動を続けています。
　３月には、園の行事に合わせ「修了式」を行いました。
一人ひとりが修了証を手にし、共に過ごした充実感を振り
返って涙ぐむ場面も。式には園児たちも勢揃いし、「これ
からも元気でいなきゃ」と生き生きと語る皆さんの姿が輝
いていました。ふと聞こえた「第二の人生がスタートした
よ」という言葉が、この場所の意義を物語っています。
　この節目は、終わりではなく次への出発点。４月には新
メンバーを迎える「入会式」も行われました。人生の酸い
も甘いも経験された皆さんが、世代を超えたつながりの中
で、新たな一歩を力強く踏み出しています。

令和 8年度の入会式。子どもたちと一緒に
新しい１年が始まりました！
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フードバンク事業は、今ある食べ物を大切にし必要な人に届けることで、

「もったいない」を「ありがとう」に変える活動です。

　社会の諸情勢により、十分な食料を確保できない人が増えています。ご家庭で消費できない
食料などありましたら、どうぞフードバンクにご寄付くださいませんか？

ご提供いただきたい食料
●お歳暮・お中元などで食べきれない食材
●非常食の缶詰やレトルト食品、米などで
　賞味期限がおおむね２か月以上あるもの

フードバンク
の仕組み

個人・団体・企業など

庄原市社協

食生活にお困りの方

随時募集しています。どうぞ皆様の温
かいご支援をよろしくお願いいたしま
す。また、お近くで生活にお困りの方
がいらっしゃいましたら、どうぞ庄原
市社協へのご相談をお勧めください。

庄原市「中核機関」のご紹介
成年後見制度の利用について、支援者をサポート

　庄原市社会福祉協議会では令和７年より、認知症や障がいなどによっ
て、ものごとを適切に決めることが難しくなった人の権利を守り、財産
管理や生活全般における支援を行う成年後見制度の利用について相談で
きる中核機関を設置しています。
　通帳や印鑑の管理が難しく生活に困っている、成年後見制度の利用に
関わることなどの心配について、ご本人や本人を支える支援者の方から
の相談を受け付けています。
　その中の実務者会議では権利擁護の支援方針や成年後見制度の申立て
について、後見人候補者の検討などを話し合い、ご本人にとってどのよ
うな支援が適切なのか意見・助言を行っています。

庄原市中核機関
キャラクター

ハロウ

庄原市中核機関
キャラクター
コッキー

厚生労働省
ポータルサイト

成年後見制度
紹介パンフレット

社会福祉法人　庄原市社会福祉協議会 
（TEL）０８２４- ７５- ０３４５

相 談
窓 口
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小さな地域づくり活動応援補助金
　地域の多様な団体、グループ等の顔が見えるエリアでの、地域づくり、支え合いの仕組みづくり、
世代間交流など、地域で活動している小さなグループを応援します。

①助成金額：５０，０００円
②助成対象：自治会及び地域の住民団体、学生サークルなどが取り組む地域づくり活動
③対象内容： ・地域の支えあいの仕組みづくり活動
　　　　　   ・地域課題の解決をめざす社会貢献活動
　　　　　   ・交流や定住を促進する活動
　　　　　   ・地域の園児から学生までの青少年を対象とした地域に学ぶ活動及び地域との
　　　　　　  交流活動

○受付期間：令和８年６月 30 日（火）まで
○申請方法▶事前にお問合せいただき、所定の申請用紙でお申し込みください。
　　　　　　※申請用紙は、ホームページからダウンロードできます。　
○お問合せ▶お近くの庄原市社協　各地域センターまで

○補助金活用例（令和７年度）

この事業は赤い羽
根共同募金を活用
しています。

【団体名】みんなの食堂（庄原地域） 【団体名】大佐村を継承する会（西城地域）

●たくさん食べて元気になってほしい！
総事業費：220,124 円　内補助金額：50,000 円
　子どもから高齢者まで地域の皆さんの居場所や交流の
場をつくりたいとの思いから、月に１回、庄原市保健福
祉センターにて、100円でカレー
を提供しています。
　野菜を持ち寄ったり、調理をし
たり、来られた方と交流するのを
楽しんでいます。

●大佐村を伝承するしめ縄づくり
総事業費：51,300 円　内補助金額：50,000 円
　天戸神社大祭で使用するしめ縄づくりを地域全体で行
いました。若い世代へしめ縄づくりの伝承を行い、しめ
縄づくりの後は、子どもや地域の
皆さんと一緒に、採れたて野菜の
揚げ物や大佐カフェを楽しんで交
流しました。

わたしのまちの「大正琴」　～大正琴グループ　フリージア・高野町～

　結成 15 年、現在 5 名で活動している大正琴グルー
プ「フリージア」です。活動の原点は、大正琴を愛し
た一人暮らし高齢者の方の「楽しみを支えたい」とい

う想いでした。有志が集まり、月 1 回、高野保健福祉センター
で練習を重ねる日々が始まりました。
　当初は音を合わせるのも一苦労でしたが、敬老会での披露を機
に、町民文化祭や七夕まつりなど多くの場でお声がけいただける
ようになりました。こうした機会をいただけることに心から感謝
しています。人前で演奏するうちに次第と腕前もあがり、今では
アップテンポな難曲もこなせるようになりました。
　地域の方からの「上手になったね」「癒やされる」というエー
ルが何よりの励みです。また、指先を使い仲間と調和する時間は、
私たち自身の大きな喜びや生きがいにもなっています。これから
も感謝を胸に、楽しい音色を届けていきます。現在、一緒に活動
する仲間を募集中。初心者の方も大歓迎ですので、まずは気軽に
練習を覗いてみませんか？

活
動
紹
介
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6月 17日（水）・7月 15日（水） 6月 26日（金）・7月 24日（金）

目の前の一人ひとりを大切に、笑顔で
努めさせていただきます。
よろしくお願いします。

出会いを大切に皆様のお役に立てるよ
うに頑張ります。
よろしくお願いします。

比和の地域の方と一緒になって、ゆめ
のいえの利用者さんの支援を進めてい
きます。皆さま、よろしくお願いしま
す。

地域の皆様に少しでも貢献できるよう
笑顔と元気で頑張ります。
よろしくお願いします。

日々学ぶ姿勢を大切にしながら、努力
してまいります。
よろしくお願いします。

大段　春美 黒田　正之

宮尾　光晴

長井　翔子 田邊　侑也

＊ひきこもり、不登校に関する個別相談会のご案内 ＊
（ご予約は、ＬＩＮＥ・メール・電話にて受け付けております）

6 月  9  日（火）
6 月 24 日（水）
7 月 22 日（水）

13:00 ～ 16:00
１件 50 分 ＬＩＮＥ公式

アカウント

coco.sapo.shakyo@gmail.com

080-8912-2299
相談専用携帯

相談専用メール

左記の日程以外にも、随時相談を
受け付けています。

専門相談員による相談会 予約制
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（2月 20日～ 4月 17日受付分）令和８年５月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。ここに、ご芳名を報告させていただきますとともに、
心よりお礼申し上げます。寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲載しております。（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税・市民税の寄付金控除の対象となります。

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴重
な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。
（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

母
妻
妻
母

島津　幸枝
角谷一二美
竹林　榮子
柳浦　冱子

下門田
新市
上里原

安芸高田市

島津　宏
角谷　俊英
竹林　敏彦
福本　美鶴

父
母
母
夫
母
母

義母
夫
母
母
母
父
母
弟
夫
母
父
母
父
夫
母
父
母
母
母

長男

山本　恒夫
下岡サチエ
和泉　文枝
牧原　祥起
畑廣マツ子
上田いづみ
金子　歳美
細川　義治
伊藤　信枝
藤岡　静枝
戸井ヒデコ
池村　伸治
笠間　節美
北岡　武
荒木　保弘
伊達スヱ子
野田　和治
廣光　花子
桑原久仁雄
茶木　新治
林　美登喜
上田　健治
石原　春枝
中間　初子
田尾美智子
山田　真司

東本町
東本町
中本町
中本町
西本町
西本町
西本町
西本町
川手町

大久保町
高町

本村町
実留町
実留町
高門町

三日市町
戸郷町
上原町
七塚町
山内町
山内町
高茂町
水越町
川北町
濁川町
門田町

山本　直樹
下岡　幸治
和泉　純司
牧原　真紀
根波　訓子
上田　義行　
國岡　博子
細川　教子
伊藤　忠明
山本　明美
戸井　利彦
池村　尚孝
笠間　賢一
北岡　富雄
荒木千惠子
伊達　信介
野田　健司
廣光　敏則
桑原　修
茶木満里子
繁平　等
上田　邦裕
石原　正則
西村奈美江
田尾　光春
山田シゲコ

父
母
父
母
母
母

石原　政喜
内藤一二三
水田　圭一
平岡アイコ
竹川ツヤ子
須田　久江

川東
川東
福代
千鳥
川鳥
竹森

石原　啓治
内藤　寛
水田　和也
平岡　富治
竹川　一行
須田　久志
匿名希望

母
父
父
義父
母
父
母
母

清水　啓子
宇山　一郎
長岡　鄖
橋岡　民於
木村　久子
石川　平三
奥田キミヱ
湯谷チヅエ

湯木
湯木
金田
永田
永田
永田
広島市
三次市

元繁　紀年
宇山　勝
長岡　克也
橋岡　幸代
木村　克己
石川　滝治
倉西加津美
湯谷　章

香典返しにかえて

妻
従兄
母
父
母
母
母
父
父
父
父
父

兼藤トシエ
小谷　泰紀
寺川　蔦子
山脇　誠三
郷力スミヱ
板倉加代子
安田　幸枝
瀬尾　充寛
中村　誠
長谷川義憲
藤川　高美
髙田　満資

中野
大佐
大佐
大屋
大屋

小鳥原
小鳥原
栗
栗

油木
熊野
高尾

兼藤　豊守
可部　潤
寺川　大雅
山脇　久徳
郷力　和晴
板倉　成壮
安田　里樹
瀬尾　伸泰
中村　恵亮
長谷川伸拡
藤川　好樹
髙田　裕治

父
父
母
母
父
父

佐々木秀男
木原　春雄
坂口　愛子
友貞ユキエ
龍尾　敦
奥田　順三

古頃
古頃
比和
比和
比和
三河内

佐々木英明
木原　浩治
坂口　洋
友貞　一
龍尾ゆきえ
奥田　順紀

叔母
妹

菅　　愛子
光森ひとみ

下領家
黒目

菅　　光子
光森　稔

宗兼　安子

清永　隆浩
三𠮷和宏行政書士事務所

㈲三上薬品
高瀬産業㈱
匿名希望

㈲ネジカネ工業
㈲板本建材
ヒラタ電工
三協自動車㈱
㈲吉本建具店
㈱板倉商店
㈱下田建設
西城薬局
西城三上薬局
㈱三宅建設
西城運輸砕石㈱
フレック　スギハラ
宮﨑歯科クリニック
㈱ゴウダ
瀬尾　和子

“ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

川西 和田　敬子

森脇 細川　良恵

上湯川 小瀧　広美

湯木
永田

清水　薫
積山喜美子
匿名希望

手作り工房　アーミッシュ

Y’s合同会社　橋本鍼灸接骨院
㈱宝郷
ひろしま農業協同組合比和支店
㈲協栄商会
奥田工務店

口和 口和ゴルフ同好会
匿名希望

高野別所・上市 匿名希望

見舞い返しにかえて

一般寄付

栗 瀬尾　和子

退職祝いのお返し

お祝い返しにかえて
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笑顔の花咲く　地域食堂

総 領

ひまわり食堂

　総領地域の交流の場として親しまれている
「ひまわり食堂」をご紹介します。
　発起人の中間幸子さんがこの食堂を始めた
きっかけは、小学生の頃の体験にあります。食
糧難の中、お弁当を持って来られない同級生の
姿を目の当たりにしたことから、「食のありが
たみを伝えたい」という思いを抱かれました。
その思いを胸に、3 年前、自宅横の古民家が売
りに出されたことを機に、食堂の開設を決意さ
れました。この活動は、地域住民への呼びかけ
によって集まったボランティアの方々に支えら
れています。
　ひまわり食堂は、食事を楽しむ場であると同
時に、地域の大切な交流の場でもあります。子
どもたちは、野菜の収穫や簡単な調理体験を通
して「食の大切さ」を学んでいます。さらに、
餅つきやピザ作り体験、お茶教室など、年間を
通して多彩な行事が行われています。
　「子どもたちがたくさん遊び、学び、安心し
て過ごせる居場所に。そして、大人にとっては
情報交換ができるつながれる居場所にしたい。
今後は年間行事をさらに充実させ、食育にもよ
り力を入れていきたい」と話されています。
　訪れる人が自然と笑顔になれる、温かく魅力
あふれるひまわり食堂。中間さんは、利用者一
人ひとりを明るく温かく迎えてくださる、まさ
に「ひまわり」のような存在です。

（担当：総領地域センター 地域福祉コーディネーター　大谷）

一緒に
ぺッたん
ぺったん

おいしい

ピザに

なぁ～れ♪

大きなさつまいもが

たくさん収穫

できました！


